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研究の内容 

１.はじめに 

高等学校学習指導要領（平成 30 年告示）の施行に伴い、新たに「がん」と「精神疾患」についての内

容が加わった。特に精神疾患の分野では、５人に１人がなんらかの精神疾患を経験すると言われ、15 年

間でおよそ 1.7 倍に増えている。また精神疾患かかった人のうち 75％は 24 歳までに発症している。高

校生世代を含む若い世代はまさにその中心にいると考えられる。若い世代の死因を見るといずれも自殺

が上位に入っており若い世代での教育は必須である。 

しかしながら、新たに加わった単元で県全体でも研究が進んでいない分野であることが予想された。

そのため精神疾患をテーマにし、実践することが多くの先生方の授業改善の一助になるのではないかと

考えた。以上のことから神奈川県高等学校教科研究会保健体育部会西相支部研究委員会にて「精神疾患」

を研究テーマとすることとした。 

 

 

２.研究について 

 単元を「現代社会と健康 （オ）精神疾患の予防と回復 ㋐精神疾患の特徴」とし、指導法・授業展

開の検討、及び授業実践を行った。 

 

研究方法 

 研究委員所属の４校の高校１年生を対象に、４校で共通の指導案、スライドを使い授業を行う。 

授業の前後で対象生徒に対してそれぞれグーグルフォームでアンケート調査を行い、その結果をまと

め・考察する。 

 

対象者 

 「神奈川県立西湘高等学校」、「神奈川県立山北高校学校」、「神奈川県立高浜高等学校」、「神奈川県立

平塚中等教育学校」の１学年一部クラス。 

 

アンケートについて（内容一部抜粋） 

 まず、生徒が精神疾患に対してどれくらい理解があるのかを授業の初めにグーグルフォームで５つの

設問をし、アンケートを取った。 

a あなたは今までに精神疾患について学んだことはありますか？ 

①ある  ②ない 

 Ａ校：① 4.2％ ②75.8％   Ｂ校：①47.7％ ②52.3％ 



 Ｃ校：①64.3％ ②35.7％   Ｄ校：①75％  ②25％ 

 

 c 精神疾患について知っていることを教えてください。 

  ・誰でもなりうる可能性がある 

  ・認知症やうつ病などで、近年増加傾向にある 

  ・うつ病などの不安定な状態 

  ・気分が落ち込むこと 

 

d 次の精神疾患の中でどのような症状か一番理解し、説明できるものを選んでください。 

 ①うつ病 ②統合失調症 ③不安症 ④摂食症（摂食障害） ⑤説明できるものはない 

 Ａ校：①42.4％ ② 0％ ③ 0％ ④18.2％ ⑤39.4％ 

 Ｂ校：①47.7％ ②1.5％ ③3.1％ ④23.1％ ⑤24.6％ 

 Ｃ校：①28.6％ ②3.6％ ③3.6％ ④25.0％ ⑤39.3％ 

 Ｄ校：①56.3％ ②3.1％ ③3.1％ ④ 3.1％ ⑤34.4％ 

 

スライドによる授業を行い、その後授業後７つの設問をし、アンケートを取った。 

 a あなたは精神疾患について理解できましたか。 

  ①できた  ②できなかった 

  Ａ校：①96.2％ ②3.8％   Ｂ校：①98.5％ ②1.5％ 

  Ｃ校：①96.4％ ②3.6％   Ｄ校：①100％  ②0％ 

 

 ｂ 授業を受けた後で次の精神疾患の中でどのような症状か一番理解し、説明できるものを選んでく

ださい。 

  ⑤説明できるものは無い。は４校とも大幅に減少した。 

  Ａ校：39.4％ ➝ 7.7％   Ｂ校：24.6％ ➝ 1.5％   

Ｃ校：39.3％ ➝ 10.7％   Ｄ校：34.4％ ➝ 0％ 

 

 e あなたの友人が精神疾患の傾向にあると感じた場合、あなたはどんな行動をしますか。 

  ・過度に話しかけない。そっと見守りながら手助けする。 

  ・無理に励ましたりせずに、友達のハートに寄り添いたい。 

  ・話を聞いてあげて、友達が好きなようにさせる。 

  ・そっとした方がいい時はそっとしておき、のれるだけ相談には乗る。 

   見守りたい、寄り添いたいという意見がほとんどだった。 

 

 f 今回の授業を通して精神疾患について、より知りたくなったことや考えが変化しましたか。 

  ・気が付いていないだけでかかっていることもあるのかもしれないと思った。 

  ・精神疾患の友達がいたらどうしてあげるのがよいかをもっと学びたいと思った 

  ・授業で知った症状だけで人の症状に当てはまるとは限らないので知識の幅を広げていきたい。 

  ・精神疾患の種類をもっと知りたいと思った。 

  ・誰でもなってしまう可能性のある怖い病気だと感じた。 



 

 

授業のねらい 

ｄのアンケートから４校とも①うつ病、⑤説明できるものはない、が割合として多く、他の精神疾患

については初めて耳にしたという生徒もいた。またｄのアンケートで説明できると回答した生徒もほと

んどは抽象的な回答で、しっかりと理解している生徒は少なかった。他の学校でも同様であると予想し、

高校生世代は精神疾患への理解があまり進んでいないと考えた。そこで授業のねらいを 

①「精神疾患の症状を理解させる」 

②「誰にでも起こりうる」 

の２つに焦点を当てた。 

 

３.まとめ 

 授業後のアンケートの結果から、４校ともねらいの①「精神疾患の症状を理解させる」については、

a の質問より一定以上の効果を感じることができた。また②「誰にでも起こりうる」についても各校若

干の差はあるものの、授業前後でアンケートの回答を比較すると自身も精神疾患を患う可能性があるこ

とを示唆した内容であったことから、②についても一定の効果があったのではないかと考える。 

２年間の研究を通して、改めて授業を行うことが難しい単元であると感じた。 

①精神疾患を実際に有する生徒がいる場合の授業の展開 

②グループワーク・ペアワークの実施の配慮 

③教師側から生徒への発問を躊躇してしまう場面がある 

以上３点が今後の授業を行っていく上で課題であると考えた。今後研究を進めていく上では生徒の実態

に合わせた発問の整理を行うことが大切になってくる。授業内容や指導法を継続的に改善していく必要

があり、生徒自身の精神疾患への理解や学びを深め、中学校での学習内容や現状の情報を更新する機会

を与える授業を展開できるよう日々の教材研究が必要である。 
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